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2９ 

後
発
資
本
主
義
国
と
し
て
の
わ
が
国
が
、
そ
の
資
本
主
義
的
発
展
に
お
い
て
資
本
蓄
積
を
強
行
す
る
に
は
、
い
き
お
い
資
金
の
源
泉

と
労
働
力
の
給
源
と
し
て
の
農
漁
村
に
対
す
る
強
度
な
依
存
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
資
本
。
労
働
力
の
創
出
過

程
へ
の
接
近
は
、
ま
た
一
方
で
は
商
品
生
産
を
通
じ
て
の
資
本
と
労
働
力
の
再
生
産
に
関
す
る
問
題
領
域
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問

静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
発
達
と
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社

五四三二

序 東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
漁
船
投
資

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
株
主
と
資
本

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
経
営
状
態

総
括 序目

次

大
崎

晃

Hosei University Repository



3０ 

題
を
歴
史
的
過
程
の
中
で
あ
と
づ
け
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
社
会
と
前
資
本
主
義
社
会
と
の
異
な
る
ウ
ク
ラ
ー
ド
間
の
経
済
的
媒
介
契

機
を
求
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
日
本
資
本
主
義
を
特
徴
づ
け
る
経
済
的
機
構
を
考
え
る
手
が
か
り
に
も
通
じ
て
い
く
。

こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
筆
者
は
漁
業
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
過
程
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
静
岡
県
焼
津
の
鰹
漁
業
に
つ
い

（
｜
）
 

て
近
世
末
期
の
若
干
の
資
料
の
と
り
ま
と
め
を
さ
き
に
試
み
た
。
〈
丁
回
の
作
業
は
、
そ
れ
に
続
く
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
わ
た
る

（一一）

産
業
資
本
蓄
積
期
に
お
い
て
焼
津
の
中
心
的
事
業
体
で
あ
っ
た
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
船
の
動
力
化
は
、
明
治
三
九
年
に
静
岡
県
当
局
が
建
造
し
た
石
油
発
動
機
付
試
験
船
富
士
丸
の
試
験
操
業
に
触

（
二
）
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
を
通
じ
て
焼
津
の
漁
業
を
論
じ
た
も
の
に
は
、
す
で
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

岡
本
清
造
「
焼
津
鰹
漁
業
経
営
形
態
の
推
移
（
一
）
～
（
一
三
）
」
水
産
界
六
○
六
～
六
二
○
号
昭
和
八
～
九
年
頁
数
略
。

古
島
敏
雄
・
二
野
瓶
徳
夫
「
漁
船
動
力
化
の
研
究
序
説
」
東
京
大
学
農
学
部
農
業
経
済
学
教
室
昭
和
一
一
一
三
年
一
一
二
～
一
四
八
頁
。

山
口
和
雄
編
「
現
代
日
本
産
業
発
達
史
噸
水
産
」
同
研
究
会
昭
和
四
○
年
一
六
八
～
一
七
一
頁
。

大
海
原
宏
「
焼
津
に
お
け
る
地
場
資
本
の
形
成
と
カ
ツ
オ
漁
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
１
１
明
治
・
大
正
期
の
漁
業
経
営
を
中
心
に
１

１
」
東
京
水
産
大
学
論
集
第
四
号
昭
和
四
四
年
二
三
～
四
○
頁
。

二
野
瓶
徳
夫
「
明
治
漁
業
開
拓
史
」
平
凡
社
昭
和
五
六
年
二
二
七
～
二
四
○
頁
。

頭注

（
二
拙
稿
「

三
～
四
八
頁
。

二
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
漁
船
投
資

稿
「
近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
一
号
社
会
科
学
編
昭
和
五
九
年
二

Hosei University Repository



3１ 

こ
の
時
の
改
造
船
費
四
○
八
一
円
の
一
部
は
漁
業
収
益
で
、
他
は
船
中
と
会
社
（
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
、
以
下
東
海
遠
洋
漁

業
と
略
称
）
の
出
資
で
充
当
し
た
。
ま
た
明
治
四
五
年
の
代
船
建
造
時
の
資
金
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

（
］
）
 

発
さ
れ
て
起
っ
た
。
鰹
漁
船
東
洋
丸
を
経
営
す
る
北
原
吉
太
郎
家
を
宗
家
と
す
る
東
洋
丸
「
船
中
」
も
持
船
を
動
力
船
に
改
造
し
た
。

漁
船
新
造
資
金
の
半
額
を
東
洋
丸
船
中
の
自
己
資
金
で
、
残
り
の
半
額
を
東
海
遠
洋
漁
業
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
漁
船
の

（一「一）

明
治
四
十
五
年
新
造
船
持
分

一
金
七
千
百
八
円
一
一
一
十
六
銭
六
厘

内
三
千
五
百
五
十
四
円
十
八
銭

内
三
千
五
百
五
十
四
円
十
八
銭

（
略
）

（
略
）

〆
金

内差
引
金

ニ
ッ
割

同

（
略
）

（一一）

明
治
四
十
一
年
改
良
船
入
費
調

四
千
八
十
一
円
三
十
三
銭
一
厘
ｓ
二

二
千
八
百
八
十
七
円
十
五
銭
三
厘

千
百
八
十
一
円
八
十
銭

五
百
九
十
円
九
十
銭

五
百
九
十
円
九
十
銭

惣
金
高

細
流
持

会
社
持

柵
読
割
前

大
舟
割

不
足

会
社
割
前
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3２ 

所
有
権
は
船
中
と
東
海
漁
遠
洋
漁
業
の
共
同
所
有
で
、
そ
の
持
分
（
持
歩
勘
定
と
い
う
）
は
出
資
比
率
に
応
じ
て
各
々
二
分
の
一
宛
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
船
中
が
他
の
出
資
者
と
漁
船
を
共
同
出
資
で
共
有
す
る
方
式
は
、
東
洋
丸
の
み
な
ら
ず
当
時
の
焼
津
に
お
い
て
一

（
円
）

般
的
な
形
態
で
、
船
中
に
対
す
る
漁
船
建
造
資
金
の
出
資
者
と
し
て
は
、
東
海
遠
洋
漁
業
の
他
に
焼
津
町
生
産
組
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ

（
凡
）

ら
の
出
資
者
が
船
中
の
個
別
経
営
に
占
め
た
経
済
的
役
割
に
つ
い
て
は
さ
き
に
も
ふ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
出
資
者
の
一
つ
で
あ
る
東

海
遠
洋
漁
業
の
船
中
に
対
す
る
出
資
状
況
に
つ
い
て
広
く
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

東
海
遠
洋
漁
業
の
設
立
の
事
情
を
当
事
者
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

明
治
四
十
年
十
一
月
当
会
社
設
立
、
最
初
の
目
論
見
は
会
社
独
力
を
以
て
先
づ
新
式
の
発
動
機
付
漁
船
二
艘
を
新
造
し
漸
次
拡
張

す
る
の
計
画
で
あ
り
ま
し
た
が
新
造
船
費
の
一
部
を
該
団
体
即
ち
船
子
に
も
出
資
さ
せ
て
会
社
予
定
の
二
艘
に
支
出
す
る
資
金
を
以

て
四
艘
を
新
造
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
之
の
合
同
出
資
が
今
日
の
共
同
漁
業
の
基
本
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
之
等
の
新
漁

船
の
直
接
漁
播
上
の
仕
事
は
旧
来
の
船
主
即
ち
現
在
の
船
元
が
当
局
と
な
り
沖
合
の
作
業
は
船
頭
及
び
其
他
の
乗
組
員
が
従
事
せ
ら

れ
会
社
は
漁
業
の
経
済
的
促
進
を
計
画
し
之
を
断
行
し
或
は
保
船
に
関
し
或
は
航
海
に
関
し
漁
業
の
大
方
針
に
関
し
て
統
一
奨
励
を

致
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

元
来
焼
津
は
鰹
漁
業
を
以
て
大
宗
と
な
し
来
っ
た
の
で
一
船
の
乗
組
漁
夫
は
一
家
継
を
な
し
て
分
離
を
許
さ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
他
の
漁
村
の
如
く
漁
夫
又
は
沖
合
船
頭
の
争
奪
が
な
い
の
で
安
心
し
て
其
れ
に
投
資
が
出
来
得
る
無
形
の
一
大
保
証
が
そ
こ
に
あ

従
っ
て
資
本
家
た
る
会
社
は
根
元
で
各
船
は
其
幹
枝
と
な
り
働
き
に
舵
て
経
済
は
各
船
別
々
に
行
は
れ
る
か
ら
各
船
互
に
相
励
み

優
勝
を
競
ふ
形
を
な
す
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
元
の
船
主
即
ち
現
在
の
船
元
は
一
船
の
統
卒
者
で
あ
り
支
配
者
で
あ
り
会
社
営
業

上
の
代
理
者
と
も
認
め
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
船
子
即
ち
乗
組
員
は
船
長
船
頭
を
上
長
と
な
し
一
船
の
指
揮
官
で
あ
り
一
面
に
又
船

元
又
は
会
社
の
代
理
者
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
主
と
し
て
漁
捕
作
業
上
に
専
心
従
事
し
漁
夫
を
し
て
経
済
的
後
顧
の

憂
な
か
ら
し
め
て
お
る
の
が
船
主
た
る
会
社
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
の
制
度
と
組
織
と
を
基
礎
と
し
て
法
人
の
株
式
会
社
が
企

る
の
で
あ
り
ま
す
。
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3３ 

漁
業
は
明
治
四
一
年
に
改

の
う
ち
約
六
割
に
あ
た
る

三
隻
の
漁
船
に
出
資
し
、
っ

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

一
般
に
漁
船
の
名
称
は
、
代
船
が
建
造
さ
れ
て
も
冠
頭
の
番
号
だ
け
を
変
更
し
て
名
称
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
ま
た
複
数
の
漁
船

を
所
有
す
る
船
中
も
同
一
名
称
で
異
な
っ
た
番
号
を
頭
に
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
東
海
遠
洋
漁
業
と
漁
船
を
共
有
し
た
船
中
の
数
は
最

盛
期
に
は
二
五
に
お
よ
ん
だ
が
、
第
一
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
各
船
中
は
そ
れ
ぞ
れ
一
な
い
し
三
隻
の
漁
船
を
所
有
し
て
い
る
。
漁
船

の
償
却
期
間
は
一
○
年
前
後
だ
が
、
時
に
は
海
難
・
火
災
事
故
に
遭
遇
し
て
短
期
間
で
資
産
を
失
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
船
中
の
経
営

事
情
に
よ
っ
て
は
、
船
中
持
分
の
漁
船
の
権
利
を
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も
う
一
方
の
共
同
所
有
者

た
る
東
海
遠
洋
漁
業
の
存
在
に
よ
っ
て
へ
漁
船
を
焼
津
地
区
以
外
に
売
却
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
償
却
期
間
の
す
ぎ

た
漁
船
の
売
却
を
除
け
ば
、
漁
船
の
売
買
は
焼
津
地
区
内
の
船
中
間
で
な
さ
れ
る
。
東
海
遠
洋
漁
業
と
新
し
く
持
分
を
か
く
得
し
た
船

中
と
の
間
で
共
有
権
の
持
分
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
機
関
の
取
り
か
え
等
漁
船
を

大
幅
に
改
造
し
た
場
合
に
も
、
改
造
費
の
負
担
額
に
応
じ
て
持
分
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
漁
船
の
取
得
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る

成
に
努
め
た
い
。

第
一
表
は
、
東
海
遠
洋
漁
業
が
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
資
金
的
に
関
係
し
た
鰹
漁
船
の
一
覧
で
あ
る
。
表
に
は
資
料
の
欠
落
し
た
年

度
が
存
在
す
る
。
し
か
し
鰹
漁
船
の
償
却
期
間
は
約
一
○
年
で
、
短
か
い
場
合
で
も
数
年
間
に
は
お
よ
ぶ
。
し
た
が
っ
て
空
白
の
う
ち

か
な
り
の
部
分
は
、
そ
の
前
後
の
年
度
の
数
値
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
新
造
後
間
も
な
く
遭
難
し
た
よ
う
な
特
別

の
場
合
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
全
容
に
近
い
状
態
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
今
後
欠
落
部
分
の
史
料
を
探
索
し
早
い
機
会
に
完

（一ｍ）

業
せ
ら
れ
事
業
の
目
論
見
を
建
て
シ
出
発
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

第
一
表
中
の
数
値
は
、
改
・
新
造
船
時
に
お
け
る
船
価
と
そ
の
内
の
東
海
遠
洋
漁
業
の
出
資
比
率
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
海
遠
洋

業
は
明
治
四
一
年
に
改
・
新
造
し
た
六
隻
の
漁
船
を
持
っ
て
出
発
し
た
。
そ
の
時
の
船
価
は
合
計
一
一
六
、
七
三
一
円
で
あ
る
が
、
そ

う
ち
約
六
割
に
あ
た
る
一
五
、
七
六
七
円
七
五
銭
が
東
海
遠
洋
漁
業
か
ら
出
て
い
る
。
以
下
東
海
遠
洋
漁
業
は
三
五
年
間
に
延
一
五

隻
の
漁
船
に
出
資
し
、
そ
の
改
・
新
造
資
金
の
過
半
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
資
金
的
な
面
に
お
い
て
焼
津
の
漁
船
動
力
化
に
少

Hosei University Repository



3４ 

第
一
表
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
所
有
漁
船
と
同
会
社
の
持
歩

已汀垂 両１ｆ届

歴隆 園

Ｏ王

四（）（）

船名

１（明治４１）

２（４２） 

３（４３） 

４（４４） 

５（大正１）

６（２） 

７（３） 

８（４） 

９（５） 

1０（６） 

１１（７） 

1２（８） 

1３（９） 

1４（１０） 

1５（１１） 

1６（１２） 

1７（１３） 

1８（１４） 

1９（昭和】）

2０（２） 

２１（３） 

２２（４） 

２３（５） 

２４（６） 

２５（７） 

２６（８） 

２７（９） 

２８（１０） 

２９（１１） 

３０（１２） 

３１（１３） 

３２（１４） 

３３（１５） 

３４（１６〕

３５（１７） 

高草丸三三四○束洋丸三七九○富久丸三八六高根丸六二一二福一丸七一五人常盤丸二三三七三億九六八九四愛鷹丸五三三二恵比寿九一○二八六小早丸三三八九春陽丸一五九二六青峯丸四六八七
高草丸東洋丸富久丸高根丸福一丸常盤九三億九愛鷹丸小早丸春陽丸青峯丸
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3５ 

２１２２３２１１ 
福三商福末福東事福共高原恵富東新

神藤章智広吉洋代一盛根川鶚久洋關
丸九九丸丸九九九九九九九九九九丸

五二三三二四六一七七一
四○八二九○八九五一一五
八○九五一五一二○○○七
四○三○九一三五○二八元

3/５ 

3/５ 

３/５ 

３/５ 

3/５ 

１０/２ 

/４４/５３/５７/１０３/５７/103/５１/２１/２４/510/２ 

/４４/５７/10７/１０３/５１/２１/２４/５１０/２ 

/４４/５７/101/２７/１０４/５１０/２ 

４/５７/1０１/２７/１０４/５１０/２ 

４/５４/５ 

】/２１/２

１/２１/２３/５ 

１/２１/２３/５ 

１/２１/２ 

１/２１/２ 

１/２】／２

4/５ 4/５ /２ /２ 

4/５ 

４/５ 

/２３/５ 

/２３/５ 
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3６ 

第
一
表
つ
づ
き

。
1/２１/２３/５３/１，１/２３/1０ 

１/２３/５３/１０１/２３/1０ 

３/５３/１０１/２３/10 

３/５３/１０１/２３/10 

３/５３/１０１/２ 

４/５ 

/２３/５２/５１/２３/５４/５ 

２/５１/２３/５４/５ 

２/５１/２３/５４/５ 

２/５１/２３/５４/５ 

３/５ 

１/２】/２３/５

１/２１/２１/２ 

１/２１/２ 

2/５ 23/４０３/５ /２】/２ 2/５ 

1/223ＡＯ 

Ｉ/２２３Ａ０ 

1/２１/２ 

１/２１/２ 
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3７ 

２２１２２２２ 

増富高原嘉東新三愛新日八海千増事

艤久楓川噸洋關徳騰栄論孟神議徳代
丸丸丸丸丸丸丸丸丸九九丸丸丸丸丸

二八一八八五七七一七二八六五
四四九一九三八七七一○八一九四
八四○○○九九四五四四三三八一
七八四四四二八三二一五一

１１/２０９/１０１/２１/２ 

４/５３/５３/５９/１０１/２１/２ 

３/５３/５９/１０１/２１/２ 

０
０
 

！
１
 

．
ノ
ｊ
ノ

７
７
 

５
５
 

ク
ノ
ｊ
ノ

３
３
 

２
２
 

Ｊ
ノ
ム
ノ

２
２
 

ノ
ノ

/２ 2/５１３/、

/２１/２ 1/２ 3/2０ /２３/５３/５ /２ 3/５ 9/IＵ /２ /２ 

1/２１/２ 

１/２１/２ 

/２ 

/２ 

13/２０１/２３/５３/５１/2 

13/２０１/２３/５３/５１/２ 

3/５ 

３/５ 

9/１０１/２ 

９/101/２ 

/２ 

/２ 

/２２/５ 
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3８ 

１２２３２２１１２２ 

宝東日福三太愛栄宝恵太愛恵新原

松露爵一露洋風久洋鶚洋露鶚七川
丸九九九九九九九九九九九九九九

五一一

八九七二八○○○○五一三○四三
四五六五七四六七二○○七五四九
八二七一二二六六五三五一四○七
一四一八○○三七二五二五八○六

第
一
表
つ
づ
き

1/２７/１０２/５２/５ 

3/１０３/１０３/】０７/２０２/５ /２ 3/５ 

3/１０３/５１/２１/２ 

３/１０３/５１/２１/２１/２ 

３/１０３/５１/２１/２１/２ 

3/103/１０３/１０７/２０２/５１/２１/２７/１０２/５２/５ 

３/１０３/1０７/２０２/５１/２１/２７/1０２/５ 

2/５ 

２/５ 

/２ 

/２ 

l/２１/２ 

１/２ 
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3９ 

１３２３１２２５ 
人繁松平原宝長恵太事明円福朝東高

丙伍盛宝川松栄鶚洋代勢彌吉日洋根
九丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸九九九

六一＝－－－－一三四一一二五四一
二五二五四二五四三七二四六一九○
八六九三七三六○九一六○二五九六
九七○六七九七○三七八八五五四八
八○七四四八○○○八一一八○一二五

】/２

/２】/２

/２１/２ 

１１/２０１/２１/２ 

１/２１/２１/２１/２ 11/２０１/２２/５１/２１/２３/５ 3/５３/101/２ 

3/５ 

1/２３/５ 

１/２ 

1/２ 

１/２ 

1/２１/２１/２ 

１/２１/２ 

3/５１１/２０１/２ 

３/５１１/2０ 

/２ 

/２ 3/５ 

３/５ 
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4０ 

１１１３１３ １１１１ 

新嘉福忠増高事愛政全海日三富福

關取吉勇轤砂代鷹鑪朧朧雨徽ルー
丸丸丸九九九九丸丸九九九九丸丸

四四三三六三六四一三三四六四六

:諏墾蕊；津雨；；：

第
一
表
つ
づ
き

1/２３/５６１/１００２/５３/５ 2/５２/５ 

3/５１/２３/５ /２２/５ 

3/５３/５２/５ 

3/５３/５２/５ 

３/５３/５２/５ 

1/２３/５ 

１/２３/５ 

/２２/５ 

/２２/５ 

/２３/５６】/100

/２３/５６１/100 

2/５３/５ 

２/５３/５ 

2/５ 

２/５ 

２
２
 

ノ
Ｊ
ノ

3/５３/５２/５ 

３/５３/５２/５ 

３/５３/５２/５ 

/２３/５１/２ 

/２３/５１/２ 

/２３/５１/２ 

/２３/５ 

/２３/５ 

/２３/５ 

2/５ 

２/５ 

２
２
 

ノ
ノ

3/５３/５２/５ 1/２３/５ /２ 

２
２
２
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２
 

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ー
１
１
１
１

/２３/５ 

/２３/５ 
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4１ 

３３３５３１３２１１ 
太朝日福松増富宝太東八愛情高恵円

祷日ｆｉ－綴艤久松洋洋丙騰正榎鶯迩
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸九

四一四三四四四二四一五三四三四三
八五七八二七○三四七○七一二○０
０○五五○五三○○五五一七○○四
○○○○○○八六○七三三○○○○
○○○○○○四一○五二二－○○○○

2/５ /２３/５９/20 

２/５ 

２/５２/５１/２１/２２/５２/５】/２３/５９/２０

/２２/５２/５２/５１/２２/５２/５１/２３/５９/2０ 3/５２/５１/２ /２ 

2/５ 

/２１/２１/２２/５２/５２/５ 

/２１/２１/２２/５２/５２/５ 

/２１/２１/２２/５２/５ 

2/５３/５２/５ 

２/５２/５ 

２/５２/５ 

/２１/２２/５２/５ 

/２１/２２/５２/５ 

/２１/２２/５２/５ 

/２３/５ 

/２３/５ 

３/５ 

2/５ 1/２１/２２/５ 2/５１/２１/２２/５ 2/５１/２ 

】/２

１/２ 
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１/２ 
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/２ 

1/２ 

１/２ 

】/２

１/２ 
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2/５ 
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4２ 

５５１３３２５５２５１３ 
富新補高円事三日東政繁愛原海福

久洋一綴繍代艤滿嫌懲伍臘川瀞吉
丸丸丸丸丸九九丸丸九九九九丸丸

七二七一一七七六六三五六四四
九九八七二一○九一六二三三九八
○○○五八○○七二○二五一○○
○○○五○○○○○○八○○○○
○○○○○○○○○○五ＤＣ５５

第
一
表
つ
づ
き

/２１１/２０１/２ 

1/２３/５１/２ 

１/２３/５１/２１/２１１/２０１/２ 

１/２３/５１/２１/２１１/２０１/２ 

１/２３/５１/２１/２１１/２０１/２ 

１/２ 

/２１/２１/２１/２ 

/２１/２１/２１/２ 

9/２０１/２１/２ 

１/２１/２ 

１/２１/２ 

２
２
２
 

ノ
ノ
ノ

２
２
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ノ
ノ
ノ

/２１/２１/２ /２ 1/２ /２ /２３/５ /２ /２ /２１/２１１/2０ /２ 

1/２１/２１/２ 

１/２１/２１/２ 

１/２１/２１/２ 

１/２１/２１/２ 

１/２１/２ 

1/２１/２ 

１/２１/２ 

１/２１/２ 

１/２１/２ 

１/２１/２ 

２
２
２
２
２
 

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

/２ 

/２ 

/２３/５１/２１/２１１/201/２ 

/２３/５１/２１/２１１卸】/２

/２３/５１/２１/２１１/２０１/２ 

/２３/５１/２】/２１１/２０１/２

/２３/５１/２１/２１１/２０１/２ 
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4３ 

８１１５５８３８５５５２５３２ 
福日三事東新松日福太愛新清恵八宝

吉滿艤代洋儒盛滿吉洋臓關正鶚丙松
丸丸丸丸丸九九丸丸丸丸丸丸九九丸

五西８禿５５召会三豊烹究ｔｊｉ

－ｉｉ§§；§§§§§§：：言

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
各
期
営
業
報
告
醤
」
よ
り
作
成
。

/２１/２１/２ /２ 

2/５］/２ /２１/２１/２ /２ 

2/５１/２２/５ 

２/５１/２２/５ 

２/５１/２２/５ 

２/５１/２ 

２/５ 

/２１/２１/２１/２１/２ 

/２１/２１/２１/２１/２ 

/２１/２１/２１/２１/２ 

/２１/２１/２１/２１/２ 

/２１/２１/２１/２１/２ 

】/２９/2０

１/２９/２０ 

/２１/２９/2０ 

１/２９/2０ 

１/２１/２１/２ 

１/２１/２１/２１/２ 2/５ 
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4４ 

共
有
関
係
は
、
新
船
の
建
造
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
時
に
は
中
古
船
の
購
入
に
よ
っ
て
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
造
船
資
材
が
不

足
し
て
き
た
昭
和
一
○
年
代
に
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。
第
一
表
の
船
価
欄
に
は
、
こ
の
場
合
は
造
船
価
格
に
代
っ
て
購
入
価

格
を
記
し
た
が
、
そ
の
区
別
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

漁
船
共
有
関
係
に
お
け
る
東
海
遠
洋
漁
業
の
持
分
Ｔ
出
資
比
率
）
は
、
当
初
は
船
中
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
き
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

八
分
の
七
・
五
分
の
四
・
四
分
の
三
・
一
○
分
の
七
・
五
分
の
一
一
一
等
か
ら
二
分
の
一
ま
で
が
大
部
分
を
占
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
末
期

に
は
東
海
遠
洋
漁
業
の
持
分
は
ほ
と
ん
ど
が
二
分
の
一
で
、
五
分
の
二
と
い
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
昭
和
七
年
の
新
造
・
購
入
船
価

は
六
隻
分
で
三
○
二
、
一
一
五
○
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
東
海
遠
洋
漁
業
は
一
五
○
、
四
八
五
円
を
出
資
し
、
そ
の
割
合
は
四
割
九
分
八

厘
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
は
直
接
生
産
者
た
る
船
中
側
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

》江

（
二
拙
稿
「

三
～
四
八
頁
。

（
四
）
古
島
敏
雄
・
二
野
瓶
徳
夫
「
漁
船
動
力
化
の
研
究
序
説
」
東
京
大
学
農
学
部
農
業
経
済
学
教
室
昭
和
一
一
八
年
一
一
二
～
一
四
八
頁
。

大
海
原
宏
「
焼
津
に
お
け
る
地
場
資
本
の
形
成
と
カ
ツ
オ
漁
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
ｌ
明
治
・
大
正
期
の
漁
業
経
営
を
中
心
矩
‐

ｌ
」
東
京
水
産
大
学
論
集
第
四
号
昭
和
四
四
年
二
三
～
四
○
頁
。

大
海
原
宏
「
漁
村
に
お
け
る
産
業
組
合
と
そ
の
特
質
」
「
水
産
業
協
同
組
合
制
度
史
第
一
巻
」
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
昭
和
四
六

年
五
六
五
～
六
○
四
頁
。

（
五
）
拙
稿
「
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
資
本
形
成
過
程
と
漁
播
組
織
１
１
大
戦
前
に
お
け
る
或
る
経
営
事
例
に
つ
い
て
の
考
察
１
１
」

人
文
学
会
紀
要
第
一
五
号
昭
和
五
七
年
九
九
～
一
三
四
頁
。

（
二
）
「
松
漁
船
益
勘
｛

（
三
）
前
掲
轡
（
二
）
。

（
四
）
古
島
敏
雄
・
一
蒜

「
松
漁
船
益
勘
定
」
北
原
吉
右
衛
門
氏
蔵
。

稿
「
近
世
末
期
駿
州
焼
津
の
鰹
漁
業
組
織
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
一
号
社
会
科
学
編
昭
和
五
九
年
二
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東
海
遠
洋
漁
業
の
性
格
を
知
る
た
め
に
、
同
社
の
構
成
に
つ
い
て
み
よ
う
。
明
治
四
○
年
の
同
社
設
立
に
際
し
主
導
的
役
割
を
果
し

た
の
は
、
初
代
社
長
に
就
任
し
た
片
山
七
兵
衛
（
初
代
）
で
あ
っ
た
。
片
山
の
社
会
的
活
動
を
記
録
か
ら
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

片
山
七
兵
衛
翁
の
閲
歴

安
政
五
年
焼
津
町
北
新
田
近
藤
市
右
衛
門
氏
の
次
男
に
生
る
。
長
じ
て
片
山
家
の
養
嗣
と
な
り
魚
商
を
営
み
傍
ら
漁
業
に
出
資
し

後
明
治
三
十
九
年
に
至
り
魚
商
を
廃
業
し
専
ら
漁
業
に
従
事
す
る
に
至
れ
り
。
発
動
機
船
の
有
利
な
る
を
洞
察
し
東
海
遠
洋
漁
業
株

式
会
社
を
創
立
し
現
時
に
継
続
せ
り
。
今
順
を
追
ふ
て
其
閲
歴
を
陳
ぶ
れ
ば

一
、
明
治
十
七
年
当
時
に
あ
り
て
は
魚
商
人
の
秩
序
整
は
ず
売
掛
代
金
回
収
円
満
な
ら
ず
為
に
倒
産
者
を
出
す
等
焼
津
水
産
界

全
体
に
及
ぼ
す
悪
影
響
あ
る
を
認
め
故
村
松
善
八
氏
の
発
意
を
賛
助
し
て
魚
商
組
合
設
立
の
発
起
人
と
な
り
同
組
合
を
設
立
尽
力

一
、
明
治
二
七
年
焼
津
商
業
銀
行
取
締
役
就
任
後
焼
津
銀
行
と
合
併
迄
重
任
す
。

｜
、
明
治
四
○
年
時
代
の
趨
勢
を
看
取
し
将
来
漁
業
の
発
展
は
動
力
付
漁
船
の
採
用
に
あ
り
と
し
町
有
志
に
石
油
発
動
機
船
建
造

出
資
を
計
り
し
も
当
時
の
焼
津
は
尚
ほ
財
力
豊
富
な
ら
ず
出
資
者
少
な
く
依
て
区
外
の
出
資
を
求
め
ん
と
し
静
岡
市
内
並
に
近
郷

の
富
豪
を
勧
説
し
た
る
結
果
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
創
立
を
見
社
長
と
し
て
就
任
せ
り
。

一
、
明
治
二
一
一
一
年
自
家
営
業
の
魚
問
屋
業
を
基
調
と
し
て
三
シ
星
焼
津
水
産
合
資
会
社
の
発
起
人
と
な
り
設
立
し
爾
後
魚
類
売
買

（
六
〉
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
概
況
」
大
正
一
五
年
一
～
二
頁
。

仲
立
業
の
重
役
た
り
。

せ
り
。

三
束
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
株
主
と
資
本

（
一
）
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4６ 

十コ汀

第
二
表
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
主
要
株
主
と
持
株
数

聯静廃廃静廃焼和皿
研岡津津岡Ｉ室連田鰯

粗腔 郡】Ｔ死

IＩ 

ＤＢ【

１
‐
Ⅱ
 

8４７０１１(】

３５［ 、３(】

4０I８ｌＩ 

4０４３［ 〕ＣＨ【】

〕ＯＬＣ

]OＬＣ 

【）Ｌ(】

)８ 

【〕ＩＯＨ

株主数 発行株数 期（年度）

1１ 

1４ 

2５ 

２８ 

２８ 

３０ 

５１ 

６７ 

２４５ 

２６５ 

6３４ 

６６９ 

６７２ 

６５４ 

６４７ 

6４０ 

6４０ 

６３８ 

６３８ 

００ ００ ６６ 
００ ００ ６６ 

０００ ０００ ６６２ 
０ 

００ 

００ 

０ 

００ 

００ 

２ 

００ 

００ 

００００ ００００ ００００ 
０００ ０００ ０００ 

■■ 

ＯＰ 

ＤＢ 

２■か
、

■■⑱ 

１１ 

４４ 

００ 

０００００００ 

１１ 

１１１１１１１ 

１（明治４１）

２（４２） 

３（４３） 

４（４４） 

５（大正１）

６（２） 

７（３） 

８（４） 

９（５） 

1０（６） 

1１（７） 

1２（８） 

1３（９） 

1４（１０） 

1５（１１） 

1６（１２） 

1７（１３） 

1８（１４） 

1９（昭和１）

2０（２） 

2１（３） 

2２（４） 

2３（５） 

2４（６） 

2５（７） 

2６（８） 

2７（９） 

2８（１０） 

2９（１１） 

3０（１２） 

3１（１３） 

3２（１４） 

３３（１５） 

甲賀英逸広幡地主村上令一和田地主片山七兵衝焼津魚商池ヶ谷英太郎焼津商業甲賀菊太郎静岡地主八木徳太郎焼津魚商岩崎新吉焼津魚商近藤伊作静岡商業中野福三郎静岡弁護士
甲賀村上片山甲賀八木岩崎近藤中野

英逸令一新吉伊作

広幡和田焼津焼津静岡焼津焼津静岡静岡
地地魚商地魚魚商

主主商業主商商業

０００００００ 
００ 

００ 

０００００００ 

２１１１９８５ 
３５ 

２２ 

５５５５５５０ 

１１１１１１ 
４３ 

４４ 

４４４４４３３ 

００００００５ 
００ 

７７７７７４２ 
４１ 

１１ 

３３ 

０００４０２２ 
６９ 

１１ 

１１１７７７７ 

７７８８５７７ 
１１ 

５５ 

５５５８８８９ 

１１ 

５５ 

００ 

０００００Ｏ９ 

Ｑｃ 

ｃ□０ 
口

□■■ 

１１ 

１１１１１１１ 

０ ８ 

０００００００ 
００ 

００ 

０００００００ 

５５５５５８７ 
０８ 

００ 

５５５５５５５ 

２１ 

３３ 

１１１１１１１ 

０１１８８ ５４４３３ 
０ ５ 

０００００ ３３３３３ ０００００００ ３３３３３６６ 
０ ８ １ 

０ ８ １ 

０ 
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4７ 

秋
山
仙
蔵
一
焼
津
一
船
元

橋
ケ
谷
治
郎
作
一
和
田

滝
口
猪
之
助
一
焼
津
一
船
元

近
藤
市
右
衛
門
一
焼
津
一
船
元

清
水
久

干
阪

八
木
善
右
術
門
一
焼
津
一
魚
商

甲
賀
喜
之
助
一
広
幡
一
地
主

片
山
啓
助
一
焼
津

清
水

北
原
吉
太
郎
一
焼
津
一
船
元

斉
藤
璽
五
郎
一
焼
津
一
商
業

干
阪
彦
四
郎
一
聯
岡
一
公
証
人

松
永
林
之
助

焼
津

原
田
善
之
丞

小
川

吉
一
焼
津

焼
津

3０ 

３０８０ 

３０ 

３０ 

３０ 

６０ 

６０ 

０
０
０
０
０
５
 

３
３
３
３
６
６
 

４０ 

４０ 

4０４０４０ 

４０４０ 

5５ 

６０ 

６０７８９０１３０６０１２７ 

５８９０１２７ 

１
１
 

５
５
 

1２０１５０１８０ 

１２０１５０１８０ 

6５ 

６５ 

1００１８９１３１ 

１００１８７１３１ 

1８０ 

１８０ 

２５４ 

２５４ 

2５３３００ 

２５３３００ 

１３５ 

１３５ 

８４１００ 

１００ 

１１０ 

２０３ 

２０３ 

２０３ 

１
１
１
 

３
３
３
 

１
１
１
 

1８０ 

１８０ 

１８０ 

2５４ 

２５４ 

２５４ 

3００ 

３００ 

３００ 

８５ 

１１０２０３１３１１８０ 2５４ 3００ 

1１０ 

１００ 

１００ 

2０３ 

２０３ 

８４ 

１
１
１
 

３
３
３
 

１
１
１
 

254 

254 

254 

3００ 

３００ 

３００ 
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4８ 

第
二
表

近
藤
久
蔵
一
焼
津
一
船
元

水
上
勝
蔵
一
静
岡

橋
本
富
蔵
一
岡
部

福
田
精
一
郎
一
東
益

中
野
六
太
郎
一
焼
津
一
船
元

塚
本
栄

奥
平
清
作
一
焼
津

福
旧
惣
太
郎
一
焼
津

村
上
保
郎
一
和
田
一
地
主

中
野

秋
山
松
蔵
一
焼
津
一
船
元

福
田
銀
之
助
一
焼
津

佐
野
鎌
太
郎
一
静
岡

八
木
清
太
郎
一
焼
津

原
田
武
次
一
小
川

修
一
静
岡

つ
づ
き焼
津

5０１００７５ 

８０１５０８０８５ 

８０１５０８０８５ 

2０５ 

２０５ 

2３８８０５００ 

２３８５００ 

1８０ 

１８０ 9５ 

8０ 

８０ 

1５０ 

１５０ 

１５０ 

1８０ 

２３０ 

２３０ 

1８５ 

１８５ 

１７１ 

２６０ 

２６０ 

２６０ 

５
５
５
 

９
９
９
 

1３８ 

１３８ 

１３８ 

4０２ 

４０２ 

４０２ 

1２５ 

１２５ 

１２５ 

8８ 

８８ 

３
３
 

１
１
 

１
１
 

1５０ 

１５０ 

９５１３８２６０１１３１００１１４１７１ 4０２ 

１
１
１
 

７
７
７
 

１
１
１
 

４
４
４
 

１
１
１
 

１
１
１
 

９３ 

９３ 

１４４ 

1９０ 

１９０ 

１９０ 

1３８ 

１３８ 

１３８ 

1０５ 

１０５ 

１０５ 

4０２ 

３８２ 

３８２ 
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4９ 

村
上
康
之
肋
静
岡

近
藤
久
一
郎
焼
津
船
元

甲
賀
兼
博
静
岡

北
原
源
之
丞
焼
津
船
元

塩
谷
吉
之
助
東
益

松
村
録
郎
焼
津

小
原
作
次
郎
焼
津

江
川
太
郎
静
岡

滝
口
佐
左
衛
門
焼
津
船
元

清
水
銀
太
郎
焼
津

橋
本
健
次
岡
部

内
藤
浅
蔵
焼
津

焼
津
水
産
肱
焼
津

甲
賀
綾
子
福
岡

注
第
一
’
十
二
期
は
釦
株
以
上
、
第
十
三
’
十
七
期
は
釦
株
以
上
、

第
十
八
’
三
三
期
は
印
株
以
上
を
記
す
。

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
各
期
営
業
報
告
醤
」
よ
り
作
成
。

８０２３３ 

８０２３３ 

８０２３３ 

８５２００ 

８５２００ 

８５２００ 

8５ 

８５ 

2０２ 

２５０ 

8５ 2８０１０２１３７２３３ ８５２００ 

１００８５ 

１００１５０１６５８５ 

１００１００８０１５０１６５１１９８５ 

2８０１０２１３７２３３１０１２００ 

２８０１０２２３３１０１２００ 

２３０１０２２３３１００１０１２００ 
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5０ 

こ
の
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
片
山
以
外
の
東
海
遠
洋
漁
業
の
発
起
人
八
名
は
、
焼
津
地
区
外
の
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち

村
上
令
一
は
志
田
郡
和
田
村
一
色
の
地
主
、
甲
賀
菊
太
郎
は
静
岡
市
東
鷹
匠
町
に
住
み
静
岡
商
業
銀
行
頭
取
で
静
岡
商
エ
会
議
所
会
頭
、

甲
賀
菊
太
郎
の
甥
の
甲
賀
英
逸
は
志
田
郡
和
田
村
越
後
島
の
地
主
で
焼
津
銀
行
頭
取
、
近
藤
伊
作
は
静
岡
市
呉
服
町
の
靴
商
、
中
野
福

三
郎
は
静
岡
市
研
屋
町
の
弁
護
士
、
千
阪
長
四
郎
は
静
岡
市
四
シ
足
町
在
住
の
公
証
人
と
い
う
よ
う
に
こ
の
地
方
の
素
封
家
達
で
あ
っ

た
。
片
山
以
外
に
焼
津
地
区
か
ら
は
、
魚
仲
買
商
の
岩
崎
新
吉
と
八
木
徳
太
郎
が
参
加
し
た
。
創
業
時
の
資
本
金
は
三
万
円
、
株
主
数

は
発
起
人
の
九
名
に
静
岡
市
在
住
の
二
名
を
加
え
た
一
一
名
で
、
う
ち
焼
津
地
区
か
ら
の
参
加
者
は
前
記
三
名
が
出
資
金
総
額
の
二
割

八
分
に
当
た
る
八
、
五
○
○
円
を
負
担
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
設
立
時
の
東
海
遠
洋
漁
業
の
資
金
の
大
半
は
地
区
外
の

地
主
等
の
資
金
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
焼
津
地
区
の
分
で
も
漁
業
者
で
は
な
く
魚
商
の
資
金
で
あ
り
、
魚
商
で
あ
り
な
が
ら
漁

船
を
所
有
し
て
い
た
片
山
七
兵
衛
は
む
し
ろ
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
展
開
は
第
二
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
資
本
金
は
大
正
六
年
に
六
万
円
に
増
資
さ
れ
、
株
主
は
こ
れ
ま
で
の
株
主
の
同
族
や

商
人
の
間
に
広
が
っ
た
が
、
東
海
遠
洋
漁
業
の
法
人
と
し
て
の
基
本
的
性
格
は
変
化
が
な
い
。
し
か
し
東
洋
丸
船
元
の
北
原
吉
太
郎
が
、

初
め
て
持
株
数
に
お
い
て
上
位
に
名
を
連
ね
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
つ
い
で
大
正
九
年
に
一
一
○
万
円
に
増
資
さ
れ
、
株
主
数
も
一
一
○

○
人
と
な
り
、
北
原
吉
太
郎
の
他
に
も
福
一
丸
の
近
藤
市
右
衛
門
と
太
洋
丸
の
滝
口
猪
之
助
の
船
元
層
が
そ
ろ
っ
て
上
位
持
株
者
に
顔

を
出
す
よ
う
に
な
る
。
大
正
一
四
年
に
は
さ
ら
に
五
○
万
円
に
増
資
さ
れ
株
主
も
六
○
○
人
に
な
る
が
、
そ
の
三
分
の
一
の
一
一
一
、
一
○

○
株
は
東
益
津
村
を
含
む
焼
津
地
区
以
外
の
株
主
に
よ
っ
て
持
た
れ
て
お
り
、
社
長
の
片
山
七
兵
衛
も
一
人
で
一
割
強
の
一
○
五
○

株
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
船
元
層
が
頭
角
を
表
わ
す
こ
と
と
、
一
○
株
未
満
の
小
株
主
層
が
人
数
の
上
で
は
六
五
○
人

中
四
○
○
人
を
占
め
、
そ
の
中
に
は
船
中
船
方
層
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
船
中
は
船
元
を
頂
点
と
す
る

漁
業
者
集
団
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
頃
原
蓄
過
程
が
そ
ろ
そ
ろ
一
画
期
を
む
か
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

》汪

二
）
全
国
漁
業
組
合
大
会
協
賛
会
「
焼
津
水
産
界
功
労
者
略
歴
」
大
正
一
四
年
七
～
九
頁
。
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5１ 

東
海
遠
洋
漁
業
は
、
そ
の
資
金
を
前
述
の
と
お
り
資
本
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
、
借
入
金
は
昭
和
恐
慌
期
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
な
い

（
第
三
表
）
。
資
金
が
不
足
し
た
場
合
は
増
資
で
補
い
、
三
度
行
っ
て
い
る
。
資
本
金
と
積
立
金
で
毎
期
貸
方
の
半
額
以
上
を
占
め
る
。

東
海
遠
洋
漁
業
の
事
業
の
目
的
は
漁
船
の
改
・
新
造
に
あ
る
の
で
資
産
の
大
半
は
漁
船
で
あ
り
（
第
四
表
）
、
会
社
設
立
数
年
後
の
大
正

初
期
に
は
船
価
八
万
円
に
の
ぼ
る
一
一
○
隻
の
鰹
漁
船
を
持
ち
、
目
的
を
一
応
は
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
船
価
は
償
却
期
が
き
た
大
正
中

期
に
は
減
少
し
、
新
造
船
が
増
え
た
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
増
加
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
東
海
遠
洋
漁
業
の
営
業
収
入
は
、
こ
の
地
方
独
特
の
「
船
徳
」
と
呼
ば
れ
る
費
目
に
よ
っ
て
い
る
。

内
漁
業
組
合
費
其
他
一
分
三
厘

内
漁
業
奨
励
金
五
分

以
上
を
引
去
り
た
る
残
高
の
夏
海
一
割
五
分
が
船
徳
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
外
船
代
と
し
て
船
価
に
対
し
一
定
の
協
約
に

よ
り
船
中
勘
定
よ
り
分
配
を
受
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。
是
等
の
船
徳
及
び
船
代
の
合
計
金
を
以
て
会
社
は
修
繕
費
及
び
改
良
費
船
価

償
却
金
等
を
引
去
り
残
額
を
会
社
側
と
船
子
出
資
者
側
と
の
持
分
に
按
分
し
会
社
側
は
之
の
按
分
金
に
て
営
業
費
を
引
去
り
残
額
を

（
｜
）
 

積
立
金
及
び
賞
与
金
及
び
配
当
に
当
て
る
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
会
社
は
船
主
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
漁
業
上
の
損
益
に
関
し
て
船
徳
を
収
入
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
計
算

上
旧
来
よ
り
の
利
権
に
属
す
る
も
の
で
従
っ
て
此
の
船
徳
は
つ
ぎ
に
示
す
計
算
法
に
よ
っ
て
生
れ
出
る
の
で
あ
り
ま
す
。

内
丸
三
会
社
口
銭
四
分

内
魚
商
人
の
銭
切
れ
二
分

水
揚
高

四
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
経
営
状
態
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5２ 
第
三
表
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
各
期
貸
借
対
照
表
（
貸
方
の
部
）

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
各
期
営
業
親
告
書
」
よ
り
作
成
。

合計 当期純益金 前期繰越金 諸預り金 諸積立金 借入金 資本金 期（年度）

４１．８１３ 

８１．５８７ 

１１９，２０８ 

１３９，４５９ 

１２５`４９４ 

１４４，７６１ 

１９６１９７１ 

335.038 

529,880 

647,881 

１．２２８０１４５ 

１．１Ｂ３ｕ９３４ 

Ｌ１４６，６２３ 

１`３４９，６３５ 

１．４３１，９７０ 

１．３２３Ⅱ２４５ 

1.527,6Ｂ９ 

１６０６，３１６ 

１．９９５０６３７ 

１．９１５．１９５ 

２１４６５U9８０ 

3，１５９ 

3,092 

5．９８７ 

８，４０３ 

８，６９５ 

２０７０８ 

2９，０６８ 

４６，５１６ 

4８１６１２ 

６９，５３６ 

１１２，０９３ 

４４，２３１ 

5．８７１ 

50,451 

22,574 

85`７８５ 

６００４０５ 

７５．１２９ 

1０１，０５４ 

３２，８０７ 

６２０９２７ 

2９３ 

4２８ 

４１５ 

５１８ 

７１３ 

1１ 

2,650 

１３，７８３ 

１５`１４６ 

１１．５４６ 

１６１２８９ 

9，４１８ 

６，２８９ 

６，８７０ 

3０６３４ 

9０５７７ 

９，２８２ 

１１．９１１ 

１４，９６５ 

１３，０２２ 

6,466 

26,938 

33Ⅱ868 

570754 

70,134 

78,093 

87,365 

158,857 

1７４，５７０ 

２４８０９５９ 

443,542 

４３４０４４９ 

３９０１７７〔

４７１．８３（ 

４０７，３６］ 

４７７，６６２ 

７１６，６４Ｚ 

７４５`64（ 

Ｌ０８３，６５Ｗ 

１．０２３，４０〔

Ｌ５３６，０１（ 

2，１８８ 

15.764 

3２，８５５ 

４２，８８７ 

１６，１４７ 

２０１２４７ 

２０，５２７ 

６７，０１５ 

９２，９１５ 

1１４，２４０ 

1601964 

188,965 

20ｑ564 

201.065 

208,765 

2１６，１６４ 

2４１．０６５ 

２７６，２６５ 

２９９，０１５ 

３４４００１５ 

３５４，０１５ 

5．５００ 

16,500 

13,000 

40,000 

120,000 

186,400 

4ｑＯＯＯ 

００ ００ ００ 
●｜ 

● ００ ３３ 

００００００ 
００ 

００ 

０００００００００ 

００００００ 
００ 

００ 

０００００００００ 

００００００ 
００ 

００ 

０００００００００ 

， 

日！

▽０ 

■０， 
９ 

，■０■０ ０００００００００ 

８６白●、００００００ 
００ 

００ 

３３３３６６ 
００ 

００ 

０００００００００ 

２２ 

５５ 

５５５５５５５５５ 

１（明治４１）

２（４２） 

３（４３） 

４（４４） 

５（大正１）

６（２） 

７（３） 

８（４） 

９（５） 

10（６） 

1１（７） 

1２（８） 

1３（９） 

1４（１０） 

1５（１１） 

1６（１２） 

1７（１３） 

1８（１４） 

1９（昭和１）

20（２） 

2１（３） 

2２（４） 

2３（５） 

2４（６） 

2５（７） 

2６（８） 

2７（９） 

2８（１０） 

2９（１１） 

3０（１２〕

3１（１３） 

3２（１４ 

33（１５】

3４（１６） 

3５（１７１ 
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5３ 

第
四
表
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
各
期
貸
借
対
照
表
（
借
方
の
部
）

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
各
期
営
業
糾
告
香
」
よ
り
作
成
。

合計 自己資金 固定賓廠 所有船価償却資産 期（年度）

３ 

７９９４１１８ 
０１ 

←。４

４５０６９６７５０ 

１ 

８０５９６７３ 
８８ 

４３ 

２３７４８１３９８ 

８ 

５２４４７９０ 
８８ 

１９ 

６６９２６３６１９ 

● 

● 

●９二６●６ｐ
■ 

、０

，０ 

９０■ 
ｐ 

宮■■０●二■

１ 

勺１ｑ）。〕Ｆ０Ａ紐〈。Ｒ）
ｑ〉句Ｉ

くじへ。

（◎Ｑ〉勺１（．句Ｉ〈ＤＰ０Ｐｏ戸。

△４ 

８１３２４９３ 
２４ 

２８ 

４４３２２０９１６ 

１１１１１３ 
５６ 

２１ 

１３４３５６９９４ 
１１ 

１１１１１１１１２ 

２９，５５７ 

３２１９９３ 

４０Ⅲ６０４ 

５８０１０１ 

５５．６３９ 

５９１２８３ 

１３４１５１２ 

２４７１８６５ 

３３２０６２８ 

３８５．９２９ 

６７０００５２ 

５９７，２１７ 

３７００２６１ 

５４００４９２ 

５５３００７０ 

６００１２２８ 

８５２，４６２ 

１．１６１．３０１ 

１．７４５．５８１ 

Ｌ２４４０９９５ 

１．８００，０３０ 

1３１２２０ 

１３１２２０ 

１３，２２０ 

3７．０３４ 

４７．７６２ 

５３`１７１ 

1１１．６２８ 

１１３０５０６ 

１４１．１２４ 

１９４９８３ 

１９９，７５５ 

147`５４５ 

１９２，６７２ 

１９２０７４８ 

２３７，９２４ 

３０２０５４７ 

２９５．５０９ 

６ 

４５８５８９９ 
０１ 

５１ 

９０５３５５６３１ 

５ 

９０５３５３３ 
９８ 

６１ 

３６４７５１５５４ 

２ 

５６３６２２１ 
４７ 

４２ 

２１１４５００６４ ５４９５２ａｑＩ０ 

Ｄ 

Ｄ 

００００９ 
６ 

ＯＤ 

ｐ● 

●９９● 
● 

２ 

８８１６２９０ 
９８ 

６３ 

１ 

４７８５７４５ 
４０ 

４７ 

３１７７８４５６７ 

１２ 

４４ 

６６６５４４２３３ 

1２．１０７ 

４７０６２２ 

７７０４３９ 

７９１６２４ 

５４，９０１ 

７０．１６４ 

４６０６９５ 

４６，６７７ 

1４４１４９ 

２０１．６２９ 

4３３，６１３ 

４６００３５９ 

6１３，９８７ 

６０６，５２８ 

６６５．２３３ 

5640311 

４７１．６５３ 

４３６，１１３ 

２２３，２５４ 

３３９,２５１ 

３４３，６２１ 

１（明治４１）

２（４２） 

３（４３） 

４（４４） 

５（大正１）

６（２） 

７（３） 

８（４） 

９（５） 

1０（６） 

1１（７） 

1２（８） 

1３（９） 

1４（１０） 

1５（１１） 

1６（１２） 

1７（１３） 

1８（１４） 

1９（昭和１）

2０（２） 

2１（３） 

2２（４） 

2３（５） 

2４（６） 

2５（７） 

2６（８） 

2７（９） 

2８（１０） 

2９（１１） 

3０（１２） 

3１（１３） 

3２（１４） 

3３（１５） 

3４（１６） 

3５（１７） 
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5４ 

船
徳
と
は
、
大
仲
経
費
と
配
当
の
一
部
と
し
て
船
主
が
先
取
り
す
る
水
揚
の
一
割
五
分
を
い
う
。
漁
船
の
修
繕
・
整
備
は
船
主
権
の

あ
る
東
海
遠
洋
漁
業
と
船
中
の
共
同
負
担
な
の
だ
が
、
東
海
遠
洋
漁
業
は
鉄
工
部
を
設
置
し
て
大
正
三
年
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
し

た
が
っ
て
修
繕
費
は
、
東
海
遠
洋
漁
業
の
場
合
収
益
の
中
に
計
上
さ
れ
る
（
第
五
表
）
。
一
方
般
徳
の
船
中
取
分
は
、
船
中
持
分
勘
定
と

し
て
東
海
遠
洋
漁
業
が
預
っ
て
使
用
し
て
お
り
、
預
り
金
が
か
な
り
の
額
を
占
め
て
い
る
（
第
三
表
）
。

（一一》

第
一
東
洋
丸
船
．
ｍ
‐
持
歩
勘
定

五
百
円
也

三
十
九
円
九
十
八
銭

〆
五
百
三
十
九
円
七
十
八
銭

五
百
円
也

〆
千
三
十
九
円
七
十
八
銭

千
八
十
一
円
六
十
四
銭
七
厘

又
〆
弍
千
百
二
十
一
円
四
十
弍
銭
七
厘

差内〆
引差
金引

四
百
円
也

百
円
也

百
四
十
五
円
也

千
四
百
七
十
三
円
四
十
弍
銭
七
厘

四
百
三
十
六
円
六
十
四
銭
七
厘

千
三
十
九
円
七
十
八
銭

大
正
二
年
度
船
徳
二
千
百
六
十
三
銭
二
十
九
銭
四
厘
の
割
分

大
正
二
年
度
償
却
千
円
ノ
割

大
正
元
年
度
償
却
金

大
正
二
年
度
利
息

一
一
一
年
一
月
三
十
日
船
元
二
支
払

預
り
高

四
十
馬
力
据
付
ト
八
百
円
ノ
割

二
年
十
一
月
十
六
日
船
元
渡

二
年
十
二
月
三
十
一
日
船
元
渡

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
印
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5５ 

第
五
表
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
損
益
計
算
書

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
各
期
営
業
報
告
書
」
よ
り
作
成
。

純益金配当賞与ｊ 年配当率形く
損失金 船穂利益金 期（年度）

８６ 

５ 

９ 

２２５ 

６ 

６９ 

２８４ 

５ 

０ 

０１１１１４５ 
３３ 

１０ 

０００１１１１０１ 

■ 

■ 

■の■●●
● 

■● 

●■ 

■■■ 
弓

■●の●●

０ 

０００００００ 
００ 

００ 

０００００００００ 

1，５００ 

2，３７５ 

３，５００ 

４`４００ 

４．４００ 

３．１３０ 

１６０８７５ 

３４，９００ 

3９，７５０ 

５６，９５０ 

7９，３５０ 

４５．３００ 

8`５００ 

4２，１７０ 

２０，２００ 

5３１５００ 

５０，５００ 

５３pＯＯＯ 

５３，ＯＯＯ 

２４ｐ７５０ 

４９Ｉ５００ 

3，１５８ 

3，０９２ 

5．９８７ 

８，４０３ 

８，６９５ 

２，７０８ 

2９，０６８ 

４６，５１６ 

4８１６１３ 

６９１５３６ 

1１２１０９３ 

4４，２３１ 

5．８７１ 

５０１４５１ 

２２０５７４ 

8５．７８５ 

6０，４０５ 

７５．１２９ 

101.054 

３２，８０７ 

６２，９２７ 

2，８４１ 

7.195 

1Ｌ２２４ 

１８，４３６ 

5．７１１ 

４，０４９ 

２０９５５ 

1００４３５ 

3５．２３７ 

３Ｌ676 

３５０５２６ 

６７．３５６ 

５３，３３０ 

５０，７６６ 

５９，２２４ 

５７１４９６ 

６２１３９７ 

１２４０８２６ 

２１６０８００ 

２０３．３１８ 

２８４，９７６ 

5．９９９ 

1０．２８７ 

１７，２１１ 

２６，８３９ 

１４．４０６ 

6，７５７ 

3２，０２３ 

５６，９５１ 
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1４７１６１９ 

１１１，５８７ 
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８１，７９８ 

1４３，２８１ 
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１９９，９５５ 

３１７０８５４ 

２３６．１２５ 

３４７，９０３ 

４ 

８０９９４７２ 
５３ 

６７ 

７９０８８９７９１ 

３ 

１００７０５３ 
８９ 

８３ 

９１７２８７９３９ 

６ 

７６１２５７６ 
７９ 

３４ 

５２９００９６７２ 

９ 

ワ

ヮ６０■０
＄ 

００ 

９◆ 
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８ 

■００８０ 

５ 

８４６０３７６ 
０６ 

４１ 

８２２６０３６３６ 

１２１２４ 
７７ 

１７ 

３８６７８４０５５ 

１ 

１２１２ 

１（明治４１）

２（４２） 

３（４３） 

４（４４） 

５（大正１）

６（２） 

７（３） 

８（４） 

９（５） 

1０（６） 

1１（７） 

1２（８） 

1３（９） 

1４（１０） 

1５（１１） 

1６（１２） 

1７（１３） 

1８（１４） 

1９（昭和１）

2０（２） 

2１（３） 

2２（４） 

2３（５） 

2４（６） 

2５（７） 

2６（８） 

2７（９） 

2Ｂ（１０） 

2９（１１） 

３０（１２） 

３１（１３） 

3２（１４） 

３３（１５） 

3４（１６） 

3５（１７） 
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5６ 

最
後
に
東
海
遠
洋
漁
業
の
利
益
金
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
地
主
層
を
は
じ
め
と
す
る
投
資
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
会
社
は
、
そ

の
性
格
ど
お
り
大
正
期
に
は
高
い
収
益
と
配
当
を
果
し
た
（
第
五
表
）
。
出
資
金
に
対
す
る
配
当
率
は
大
正
二
年
に
は
一
割
以
上
を
、
大

正
六
年
か
ら
の
好
況
時
に
は
四
割
か
ら
五
割
を
記
録
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
高
配
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
東
海
遠
洋
漁
業
自
体
も
会

社
内
に
お
け
る
投
資
家
集
団
の
相
対
的
後
退
と
漁
業
者
の
進
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
変
っ
て
い
っ
た
。

東
海
遠
洋
漁
業
は
年
間
の
船
中
取
得
分
を
預
り
、
年
末
に
そ
の
一
部
を
清
算
し
て
船
元
を
通
じ
て
支
払
い
、
残
金
を
漁
船
償
却
積
立
勘

定
と
し
て
続
け
て
預
る
や
り
方
を
と
っ
て
い
る
。
東
海
遠
洋
漁
業
は
、
同
じ
焼
津
地
区
の
も
う
一
つ
の
漁
船
へ
の
出
資
事
業
体
焼
津
町

生
産
組
合
の
よ
う
に
信
用
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
が
、
か
な
り
の
額
の
預
り
金
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
焼
津
地
区
独
特
の
出
資
者
と
船

中
に
よ
る
漁
船
共
有
制
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
金
運
用
の
慣
行
は
、
船
中
が
造
・
改
船
時
に
そ
の
資
金
を
し
ば
し
ば
東
海
遠

洋
漁
業
の
立
替
に
依
存
し
、
自
ら
の
持
分
を
完
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

新
造
船
建
造
ノ
場
合
ハ
乗
組
員
連
帯
借
入
ヲ
ナ
シ
、
歩
合
返
済
法
一
一
ヨ
リ
テ
造
船
資
金
ノ
固
定
鎖
却
ヲ
ナ
サ
シ
ム
、
或
ハ
亦
漁
家

金
融
ト
シ
テ
、
現
状
別
段
ノ
機
関
ナ
キ
故
二
漁
夫
個
人
又
ハ
乗
組
団
体
ヲ
相
手
二
建
造
資
金
ト
シ
テ
無
担
保
連
帯
ノ
貸
付
ヲ
行
フ
コ

ト
ナ
シ
、
船
主
側
ト
シ
テ
ハ
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
、
焼
津
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
（
以
前
の
焼
津
町
生
産
組
合
Ⅱ
筆
者
注
）

ハ
其
所
属
ス
ル
乗
組
漁
夫
ノ
建
造
資
金
ト
シ
テ
、
船
が
共
同
出
資
ノ
関
係
上
、
（
名
義
ハ
ー
筆
者
注
）
総
テ
会
社
又
ハ
組
合
ノ
所
有
卜

（晋一）

シ
テ
オ
ク
故
二
（
船
ハ
原
則
ト
シ
テ
共
有
セ
ズ
）
、
之
ヲ
見
返
ト
シ
テ
乗
組
漁
夫
団
体
ノ
建
造
金
ノ
ー
部
ヲ
融
通
ス
ル
コ
ト
ア
リ

（ 

） 

（
）
 

注東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
「
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
概
況
」
大
正
一
五
年
二
～
三
頁
。

「
第
一
東
洋
丸
船
中
持
歩
勘
定
」
北
原
吉
右
衛
門
氏
蔵
。

静
岡
県
志
太
郡
焼
津
町
「
経
済
更
生
計
画
書
」
昭
和
一
○
年
二
○
頁
。
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5７ 

東
海
遠
洋
漁
業
は
、
地
区
外
の
地
主
や
地
元
魚
商
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
地
元
漁
業
者
に
生
産
手
段
を
提
供
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

地
主
・
魚
商
は
配
当
を
得
、
漁
業
者
は
産
業
資
本
の
蓄
積
を
早
め
た
。
し
か
し
東
海
遠
洋
漁
業
は
、
そ
の
名
の
示
す
よ
う
に
漁
業
を
営

む
産
業
資
本
で
は
な
く
、
調
達
し
た
資
金
で
漁
業
を
直
接
営
む
こ
と
を
せ
ず
、
資
金
の
提
供
者
と
そ
の
使
用
者
と
が
二
つ
の
集
団
に
乖

離
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
漁
業
生
産
は
終
始
船
中
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
海
遠
洋
漁
業
の
機
能
は
資
金
調
達

に
あ
り
、
こ
の
点
焼
津
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
事
業
体
で
あ
る
焼
津
町
生
産
組
合
の
機
能
と
も
合
致
す
る
。
し
か
し
東
海
遠
洋
漁
業
が
、

出
資
者
の
資
本
と
船
中
の
労
働
力
を
結
び
つ
け
る
媒
介
と
し
て
機
能
し
、
焼
津
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
に
お
い
て
は
た
し
た
役
割

を
、
異
な
る
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
連
接
の
問
題
と
と
も
に
注
目
し
た
い
。

五
総
括
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